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１． はじめに 

 

 深度センサが搭載されたスマートフォンの登場に

より，深度センサを使用する難易度が下がっている

状況にある．本研究では，深度センサを利用して，3D

モデル化することで，仮想空間に現実の環境と同じ

空間を再現することを目的とする． 

本研究では，iPhone 12 proに搭載された深度セン

サを利用して，研究室内をスキャンし，作成したモデ

ルを Unity 内に展開することで，どの程度のレベル

で現実環境の再現か可能であるかを確認した．また，

関連研究として，深度センサを利用した応用事例を

調査した． 

 

２. 使用した iPhoneのアプリ 

 

 今回，研究室をスキャンするにあたって使用した

iPhoneのアプリは，3d Scanner App とScaniverse

である． 

 

図 1 3d Scanner App のモード選択の画面 

 

3d Scanner App には 6 種類のモードがある（図

1）．今回はLIDAR とRoomPlan を使った．図 2 は

LIDARのスキャン結果であり，図 3はRoomPlanの

スキャン結果である．図 2のLIDARでは，カメラに

写したままに 3Dモデル化してくれるが，形が少し歪

む傾向がある．図 3のRoomPlanでは，写したもの

を滑らかな図形として 3Dモデル化するが，隣り合っ

た別の物体を一つのものと捉えて簡略化してしまう

ため，正確性はない． 

 

 

図 2 LIDARを使ったスキャン結果 

 

 

図 3 RoomPlanを使ったスキャン結果 

 

Scaniverse のモードは一つだけでスキャンするサ

イズを 3種類から選べる（図 4）．図 5はScaniverse 

のスキャン結果であり，3d Scanner AppのLIDAR

と同じような 3Dモデルが出力された． 

本研究では，3d Scanner App とScaniverseの二

つのアプリを利用して，研究室の 3Dモデル化を行な

った．3d Scanner Appの方が，RoomPlanなど機能

性は高く，また，一度スキャンしたモデルに対して，

さらに詳細にスキャンすることが可能であるため，

本研究では，3d Scanner Appを使うことに決定した． 

 



 

図 4 Scaniverseのサイズ選択画面 

 

 

図 5 Scaniverseでスキャンした結果 

 

３. モデルの Unityへのインポート 

 

3d Scanner AppのLIDARとRoomPlanでスキ

ャンしたモデルをUnityにインポートし，一人称視

点で見られるようにした. 

図 6はLIDARの 3DモデルをUnity にインポー

トした様子であり，モデルに穴があったり，形が不

安定な状態である．また，図 7のRoomPlanの 3D

モデルをインポートした様子である．テクスチャが

ない上に，形が簡単すぎて，正確性に欠けることが

改めて確認できる． 

 

 

図 6 LIDARのモデルをUnityにインポート 

 

 

図 7 RoomPlanのモデルをUnityにインポート 

 

４．関連研究 

 

 深度センサを用いて，現実・仮想空間の高度な融合

によるインテリアデザインシステムの実現を目指す

研究がある[1]．現実空間と同じ大きさ，オブジェク

ト配置で構築される仮想空間を構築する MR 型イン

テリアデザインシステムを実現するために，部屋の

隅から隅までスキャンし部屋の形状や広さなどを認

識し，追加で複数回のスキャンにより家具等の現実

の物体を個別認識し，スキャンしたデータから 3Dモ

デルの作成，または似た形状の 3D モデルで代替し，

現実空間と同じ配置をする手順を行い，仮想空間を

構築した． 

スマートフォンの深度センサを用いて 3D スキャ

ンを行い，対人距離を測定する実験がある[2]．3Dス

キャンを Google 社から発表されている ARCore を

使用し，周辺の平面を認識し指定した点から点まで

の距離を計測するアプリを使用して直径 300[mm]の

対象物を 1[m]刻みで計測した結果，対象物との距離

と誤差の平均に正の相関関係があることがわかった． 

 

５．まとめ 

 

 深度センサを用いてデータをスキャンし，3Dモデ

ルを作成することは簡単だが，スキャンしたモデル

の形が不安定であるため，正確で綺麗な 3Dモデルを

作成することが，今後の課題である. 
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